
秦野市南矢名の瓜生野（うりゅうの）地区で14日、室町時代から続くとされる盆の伝統行事「瓜生野百八松明（ひゃ
くはったい）」が行われた。麦わらを束ねた松明（たいまつ）を若者らが振り回し、炎と火の粉を散らした。
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被
災
地
支
援
を
続
け
る
。
避
難
所
で
不

足
す
る
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
運
ぶ

「
１
ロ
ー
ル
運
動
」
か
ら
、「
サ
ン
マ
焼

き
支
援
」
に
、
さ
ら
に
シ
ン
ポ
や
イ
ベ

ン
ト
交
流
に
発
展
し
た
。

　
「
同
じ
食
品
流
通
の
仲
間
と
し
て
、

販
路
を
失
っ
た
水
産
事
業
者
を
見
捨
て

な
い
」（
大
川
さ
ん
）。
三
陸
か
ら
サ
ン

マ
を
大
量
購
入
し
て
、
横
浜
市
内
の
イ

ベ
ン
ト
で
焼
い
て
振
る
舞
う
。
会
場
で

募
っ
た
寄
付
で
サ
ン
マ
を
買
い
足
す
。

そ
ん
な
支
援
を
続
け
て
い
る
。

　

大
船
渡
と
同
じ
サ
ン
マ
の
名
産
地
・

宮
城
県
女
川
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
愛
と
勇
気
と
サ
ン
マ
」（
被
災
地
へ
の

愛
、
風
評
に
立
ち
向
か
う
勇
気
）
を
馬

車
道
近
く
で
運
営
し
て
い
る
。
大
川
さ

ん
は
、
横
浜
を
日
本
一
の
サ
ン
マ
消
費

地
に
す
る
の
が
夢
だ
と
い
う
。

　

シ
ン
ポ
で
達
増
知
事
は
、
４
月
に
全

線
で
運
行
再
開
し
た
三
陸
鉄
道
が
復
興

の
象
徴
で
あ
り
、
震
災
が
れ
き
処
理
も

完
了
し
た
、
と
現
状
を
報
告
し
た
。
一

方
で
、
仮
設
住
宅
に
い
ま
だ
３
万
人
以

上
が
暮
ら
し
、
復
興
事
業
を
担
う
技
術

者
が
不
足
し
て
い
る
悩
み
を
語
っ
た
。

　

た
く
さ
ん
の
岩
手
の
人
が
「
買
っ
て

応
援
、
岩
手
の
復
興
」「
岩
手
が
好
き

に
な
っ
た
ら
移
住
を
」
と
声
を
か
ら
し

た
。
暑
く
て
、
熱
い
夏
の
日
だ
っ
た
。

（
神
奈
川
新
聞
社
編
集
局
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
明
男
）

　

サ
ン
マ
が
結
ぶ
縁
で
あ
る
。
達
増
拓

也
・
岩
手
県
知
事
＝
写
真
左
＝
が
、
横

浜
市
中
央
卸
売
市
場
南
部
市
場
（
同
市

金
沢
区
）
を
訪
れ
た
。
酷
暑
の
中
、
同

県
大
船
渡
産
の
サ
ン
マ
を
焼
く
市
場
の

人
々
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
東
日
本
大
震
災

か
ら
約
３
年
半
、
横
浜
と
岩
手
の
人
と

人
が
つ
な
が
り
始
め
た
。

　

達
増
知
事
は
、こ
の
日
（
８
月
２
日
）

南
部
市
場
で
開
か
れ
た
復
興
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
出
席
の
た
め
、
盛
岡
か
ら
新
幹
線

で
や
っ
て
き
た
。
講
演
で
「
被
災
地
の

本
格
的
な
復
興
は
こ
れ
か
ら
」
と
力
を

込
め
た
。
市
場
の
夏
祭
り
（
岩
手
県

デ
ー
）
も
開
催
、
同
県
か
ら
大
槌
町
の

ホ
タ
テ
や
岩
ガ
キ
な
ど
水
産
加
工
品
の

ブ
ー
ス
も
出
て
大
人
気
だ
っ
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
・
岩
手
県
デ
ー
」
を
実
現
さ
せ
た
の

は
、
食
品
関
連
事
業
者
で
つ
く
る
南
部

市
場
共
栄
会
の
有
志
で
あ
る
。
中
心
の

大
川
貴
志
さ
ん
は
、
大
震
災
直
後
か
ら

サ
ン
マ
が
結
ぶ
岩
手
と
の
縁

視
描点
点
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新
聞
が
目
立
つ
よ
う
に
と
新
聞
社

は
、
色
紙
に
し
た
。
広
告
主
は
広
告
が

目
立
つ
よ
う
に
と
、
香
り
を
つ
け
た
。

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
２
月
の
こ
と
、

化
粧
品
の
ク
リ
ー
ム
の
広
告
か
ら
バ
ラ

の
香
り
が
匂
い
た
っ
た
。原
理
は
簡
単
、

印
刷
イ
ン
ク
に
合
成
香
料
を
混
ぜ
る
だ

け
。
し
か
し
掲
載
料
は
倍
ほ
ど
か
か
っ

た
と
か
。
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た

の
は
広
告
代
理
店
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

代
理
店
の
起
源
は
１
６
１
２
年
、
パ

リ
で
新
聞
を
発
行
す
る
ル
ノ
ー
ド
が
創

業
し
た
《
金
の
雄
鶏
社
》。
日
本
は
１

８
７
３
（
明
治
６
）
年
、
内
外
用
達
会

社
が
広
告
の
取
次
ぎ
を
し
た
。
87
（
明

治
20
）
年
11
月
、《
博
聞
雑
誌
》
を
創

刊
し
た
雑
誌
社
は
社
内
に
、「
全
国
各

新
聞
広
告
取
扱
所
」
を
開
設
。
そ
の
雑

誌
に
「
日
本
に
始
め
て
の
事
業　

今
般

西
洋
の
風
に
習
い
各
新
聞
の
広
告
取
扱

所
を
設
け
、
広
告
を
取
次
で
新
聞
社
へ

送
り
、
人
目
に
立
つ
様
に
広
告
す
る
仕

方
を
教
へ
、
広
告
の
文
を
西
洋
風
に
面

白
く
作
り
、
広
告
す
る
人
に
手
数
と
入

費
の
多
く
懸
ら
ぬ
様
に
致
さ
せ
、
手
数

料
は
一
文
も
取
り
せ
ぬ
、
実
に
日
本
に

始
め
て
の
事
業
に
し
て
御
便
利
此
上
な

し
」
と
告
知
し
た
。
世
界
的
な
大
手
代

理
店
・
博
報
堂
は
95（
明
治
28
）年
に
創

立
。
電
通
の
前
身
は
１
９
０
１
（
明
治

34
）
年
の
創
業
で
あ
っ
た
。

　

広
告
文
は
広
告
主
が
み
ず
か
ら
書
け

と
福
沢
諭
吉
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た

が
、と
て
も
素
人
に
出
来
る
わ
け
な
い
。

そ
こ
で
広
告
文
制
作
、
請
け
負
い
屋
が

出
現
し
た
。
だ
け
ど
世
間
に
知
ら
れ
な

く
て
は
、
注
文
が
こ
な
い
と
彼
は
広
告

を
だ
し
た
。
75

（
明
治
８
）
年

1
月
の
こ
と
。

　
「
代
作
屋
書か
き

知ち

別
号
、
大
伝

伝
問
其
名
斎

（
ダ
レ
デ
モ
キ

ナ
サ
イ
と
読

む
）。
受
次
所

　

第
一
大
区
十

二
小
区
元
岩
井
町
四
十
番
地　

森
氏
温

知
堂
」

　

和
歌
や
連
句
や
俳
句
や
詩
の
代
作
。

序
文
や
跋
文
の
代
作
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

文
章
の
代
作
承
り
ま
す
。
そ
し
て
「
引

札
名
弘
ち
ら
し
の
類　

一
枚　

金
二
朱

よ
り
」
と
。
引
札
と
は
戸
別
に
投
げ
込

む
チ
ラ
シ
の
こ
と
。「
弘ひ
ろ
め」
は
広
告
の

こ
と
。
２
朱
と
は
い
か
ほ
ど
か
、
著
名

な
現
代
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
は
ど
れ
ぐ

ら
い
だ
ろ
う
。
か
つ
て
、
掲
載
料
と
同

額
を
ふ
ん
だ
く
っ
た
ラ
イ
タ
ー
さ
ん
が

い
た
け
ど
。

　

江
戸
時
代
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
広
告

文
を
書
い
た
。
本
居
宣
長
は
薬
屋
の
、

山
東
京
伝
は
た
ば
こ
屋
の
、
滝
沢
馬
琴

は
う
な
ぎ
屋
を
書
い
た
。〝
土
用
の
丑

の
日
に
は
う
な
ぎ
〟
と
提
唱
し
た
の
は

平
賀
源
内
。
横
浜
毎
日
新
聞
の
記
者
、

仮か

な名
垣が
き

魯ろ

文ぶ
ん

は
最
初
の
プ
ロ
・
ラ
イ

タ
ー
で
あ
っ
た
。

　

載
せ
た
広
告
は
代
理
店
・
正
路
喜
社

が
主
催
し
た
「
広
告
用
語
懸
賞
募
集
」

の
広
告
。〝
ビ
ー
ル
な
ら
サ
ク
ラ
ビ
ー

ル
〟と
作
例
が
あ
っ
て
１
等
３
０
０
円
、

２
等
50
円
。
銀
行
の
初
任
給
は
75
円
で

あ
っ
た
。　

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）「
広
告
用
語
懸
賞
募
集
」
広
告
＝

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
8
月
、
朝
日

新
聞
掲
載

広
告
文
、
書
き
ま
す

宮
野
　
力
哉

い
ま
こ
そ
広
告
す
べ
き
⑤

広
告

談
珍
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